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倉ll傷ケアセ ンター の メデ ィカ!し ドク ター ・ナ ー ス に聞 いた!2012年 の 自標!

● ●

furGoa1OurMission蜘rHear七
新年度が始まり、全国の創傷ケアセンターに春が訪れました。そこで、創傷ケアセンターの医師 ・看護師に聞さました!

2012年 の抱負とは1?

図南病院 創傷ケアセンター 津野 憲雄 先生

図南病院創傷ケアセンターは7年 目になりますが、どうしても新患数やll又入

面の成長がありません。そこで、ミレニア研究会ln山 形で野末先生に教えて

藻織驚熊灘
にみんな違っていて、これで良いだろうと思ったのに、うまくいかないことがやっ

⊥L ■

」

ぱりあります。李家先生 はじめ皆さんのお世話になりながら、初心を忘れずに、経験をっんで行きたいと思っています。

東葛クリニック病院 創傷ケアセンター 内野 敬 先生

2006年12月 に創傷ケアセンターを開設してから、5年と3か 月余り経過しました。

開設当初は無我夢中ということもあり、あまり創傷のことも知らずに患者さんと接し

ていましたが、5年 も経過すると、李家先生との毎月の検討会を通 して患者さん自

身からいろいろなことを学び、少 しは創傷のことが分かってさたように思います。

さて今年の抱負といえばやはりPRP療 法ということになると思います。透析患者

さんの創傷治癒は遅く、PTAに よる血行再建を行ってもなかなか傷が治らないのが

現状です。当院では週2回 のPRP実 施が]ン スタントにできる体制を組むことで、今までよりも格段に治癒効率を上

げることができるようになりました。感染がらみの創傷でも密封せずにPRPを 行うことで、感染を深在化させずに治療

可能です。今後は難治性の透析 患者さんの創傷であっても他の施設と同程度の治癒率を目指していさたいと思いま

す。最近は他院から入院治療の申し込みが増えており、一旦入院してしまうと、2-3ヶ 月間ベッド塞ぎの状態となってし

まいますが、PRP療 法によりベッド回転が速 くなる事を期待 しています。

浜松赤十字病院 血管外科部長 小谷野 軍一 先生

「創傷ケアセンター」に携わって5年 ほどが経ちました。現在非常勤の若い血

管外科 医2人 が浜松医大から応援に来てくれていますが、一人部長で大変で

す。創傷ケアは血流確保 と感染対策が基本と考えています。このため血管外科

医が大いに活躍でさる分野であると思い後輩の指導に当たっていますが、外科

医全体が絶滅危惧種になっている状況で末梢血管を扱 う血管外科医は更に少

ないのが現状です。一方で足部の壊死を発症する患者さんが急増 しています。

尋
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このままの医療体制では血流を改善できずに大切断に追い込まれる患者さんが後を絶たない

状況になると危1具されます。私は来年定年となりますが、まだまだ現役を弓1退するわけにはいかないようです。

根本的な解決策はメタボ退治とフットケアなのでしょう。

鶴巻温泉病院 褥瘡ケアセンター 市川 多佳子 看護科長

鶴巻温泉病院で、褥瘡に取 り組み始めたのは、2000年 からです。褥瘡総数約50件 近く

を抱え、手探り状態のまま褥瘡処置に追われていました。3年後にミレニア社 と提携 し、褥瘡

治療のノウハウを学び9年 。現在平均10名 前後の患者の治療にあたっています。 当院の

売りの一つに「褥瘡は治せる」があります。包括医療の病棟が殆どなので、費用の高い治療

は原則不可能です。コス トを考えながらちょっと時間は

かかるけど ・・確実に縮小、治癒を図っています。毎週木曜日15時 からの褥瘡回

診は、医師 ・看護 師 ・薬剤師と管理栄養士 ・リハスタッフで行っています。チー

ムで の取 り組 み は当院 の最大 の強 みで す。現 在 の主 な治 療法 は、OpWT・

NPWT・PRPで 、被覆材の使用も含め、創傷に合わせ選択 します。デブリードメン

トは有効に行われています。当然rつ くらない』ことが基本ですので、いろいろな工

夫を取り入れて取り組んでいます。
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庄内余目病院 創傷ケア廿ンター センター長 野末 睦雌
約5年 前に開設 した当院の創傷ケアセンターですが、順調な発展を遂げてい

ます。患者さんが集まりすぎて、週に二 日、午前の外来ではこな しきれず、どうし

ようかと思案中です。そんなこともあって、院内体制を見直 しています。以前 は創

傷ケアスタッフは トレーニングを受けた数人の看護師で したが、現在 は外来看護

師全員に広げっっあります。それによって、創傷ケアは特別なことではなく、皆が

身につけるべき基本的な知識であると位置づけることができました。また、講演
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会でのキャッチ]ピ ーを変化させています。以前は、「何か問題があった方 は庄内余目病院に」という主 旨のキャッチ]

ピーで したが、現在は「庄内地方から、あるいは山形県から、足の切断を無 くそう!」 という地域での目標を掲 げるよう

になりました。地域の医療関係者も巻き込んで知識の普及を図っていきたいと考えています。その結果、当院への患者

さんの紹介ももっと増 えていくと思われます。

　
仙台社会保険病院 佐々木 茂 先生
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当院の創傷ケアセンターは、今年で開設5年 目を迎えます。運営は軌道に乗っ

て順調ですが、開設当初は強 い関心をよせていた、院内外の関係者も、徐々に興

味が薄れてきたようで、いろいろな部分でつまずきを感 じることも多くなってきま

した。原因の一つとして、創傷ケアで行っている治療内容が高度に専門的にみえ

るようで、関係者以外からは閉鎖的で、新規に参加 しにくい印象を与 えていると

いう面があると思います。そこで今年 は、創傷ケアセンターの治療を標準化して

ガイドラインを作成 し、内容を見やすく分 かりやすいものにすることを目標に掲げたいと思います。足病変に興味のあ

る人は、誰でもすぐに参加でさる体制にすることを目指 し、開設当時のように、院内外の多くの人たちを巻さ込んでい

ければと考えております。今年は、ミレニア研究会の主幹をさせていただくことになっております。



私どもの目標に付さ合わせる形となって恐縮ですが、ミレニア関連病院全体でもコンセンサスの見直しを

検討 していただいて、現時点での治療を標準化したガイドラインの作成がでさればと考えております。

大雄会第一病院 山崎 民千明 先生

創傷ケアセンター 外来 毎週水曜日午前

創傷ケアセンター カンファレンス 毎週金曜 日pm6:30～

参加者:泌 尿器科 ・形成外科 ・放射線科 ・血管外科医師、各担当看護師、ME、検査技師、栄養師、病棟担 当事務 員

が参加。

カンファレンスは患者背景と患肢の写真スライドのプレゼンテーションで治療経過と外観の変化を把握 し、皮膚灌

流圧、CT・MRl画 像検査、lVR結 果等を検討し治療方針を決定。この院内力ンファレンスのほかに、米国とのテ

レフォンカンファレンス/毎 月を合せ創傷ケアプ ログラムヘフィー ドバックしている。また年間2回 程、米国ミレニア李

家医師が来 院し、外来指導やカンファレンス参加 していただいている。実 際には、治療に必要な血流が不十分 な方が

大部分で、またその改善も難 しいため、外用療法や手術で治癒させることが難しい症例が多い。

現状維持あるいは感染の]ン トロールを目的としたケースが多い外来となってはいるが、諦めずにチームー丸とな

って今年一年も継続 していきたい。

熊本機能病院 小薗 喜久夫 先生

創傷ケアセンターの診療は毎週月曜 日の午後に、形成外科1名 、看護師3名 で担 当しています。

血流改善の必要な慢性創傷の場合は、地域の連携医療機関である熊本中央病院循環器科に血管形

成術等を依頼して対処しています。

また、褥瘡など難治1生潰瘍は月曜 日に限らず来院していますので、積極的に治療 しています。慢性

創傷に対 して、多才で、効果的な治療を目指していさたい。

次回掲載予定病院様 予告!
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次 回掲 載予 定の病 院様 の写 真をちょっとだけご

紹 介 …!次 号 の 夏の 中間 ご報告 をお待ちして

おります!
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株式会社ミレニアよりご挨拶
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株式会社ミレニア 代表取締役 垂井 博紀
1

桜見物の好季節 とな りま したが、皆様いかがお過 ご しで しょうか。4月 を

迎え、改めて新鮮な気持 ちで事業年度に臨んでいます。

弊 ミ レニア社が2002年 に日本 に於 いて初の創傷ケアセ ンター開設サー ビ

スを開始 して以来丁度10年 が経過 しま した。 しか し我々が 日常生活を送 る

この 日本 には、まだまだ創傷ケアセ ンターを、そ して難治ll生の創傷 が治 るこ

とをご存 じでない方々がたくさん いらっ しゃいます。今年度のミ レニアのテ

ーマは 【初心 にも どること】と しま した。

我々が達成 しなければな らないことが重要であればあるほど、そ してそれを実現することが困難であれ ばあるほ

ど、まずは私 自身が"創 業 時に立てた 「ミレニアの目標」を何度も読み直 し迷いが生 じた時には必ずそこヘー度

戻 ってや り直 してみる"事 を胸に誓いま した。

「健康を願 う一人ひ とりの皆様 に、最高の安心 と希望を与 える力 とな りたい」

この存在意義 を達成する為 には、 しくみ(シ ステム)や 事業モデル、そ して技術だ けで は何もな りません。質の

高いサー ビス、そ してそこに"勇 気と心"が 加わ り始 めて本物のサービス になるのではないかと考えます。慢性

創傷 に悩むたくさんの患者様をまだまだ救 う事ができると信 じています。足の問題を し予 防、治療、再発予防"

という全体のプログラム として考え、地域 に於 ける創傷ケアセ ンターを皆様 と、一層手 と手を取 り合 ってこれ ら

の方々の救 いとなるべくミレニアは本物 のサー ビスの提供 に全力 を注いでゆく所存で ございます。

今後 ともご指導ご鞭燵の ほど何卒よろ しくお願 い申 し上げます。

《徽翻 曳 隻 妊碍 紀



創傷 の予防 と

早期受診 について

臨床最高責任者

李家 中豪

、
、

'
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陽 の候 、皆 様 には ご健 勝 の こ ととお喜 び申 しHげ ます。皆様 が ます ます健康 で、素 晴 ら しい2012年 とな る

春 こ とをお 祈 りい た してお り ます。

さ て、 今年2012年 は創傷 の予防 と早期 受診 の年 に したい と考 え ます。 創傷 ケ アセ ンタ ーを受診 され る患 者様 の

中 にはか な り重症 に な ってか らセ ンタ ー を紹 介 され、結局 手遅 れ で あ った とい う方が残 念 なが ら後 を絶 ち ませ ん。

紹 介元 であ る近 隣 の 医師 の多 くは まだ まだ創傷 ケ アセ ンタ ーの ことを知 らなか った り、紹介 の タイ ミン グが遅 く

な った りしては、治 癒 の確 率 も低 くな る と思 われ ます。

在 ミレニ アで は 日本全 国 の創傷 で悩 む患者様 に向 けて、 患者 ネ ッ トワー クの 立 ち上 げ準 備 中 です。 日本 の

現 50歳 代 までの90%が 、60歳 代 でも70%が インターネ ットを利用す るとい う(2010年 総務省通信利用

動向調査)現 代、主にウェブサイ トを利用 した創傷予防、早期受診の啓蒙活動 を通 じて、創傷 ケアセンターによ

り多 くの患者様が早期に受診され るようになれば幸いに存 じます。

また、受診後4週 間の創傷縮小率が残 り8週 間 で治癒するかの指標 となる興味深い文献があ りますので、 ご紹介

いたします。

観 察 す る こ とで治癒 を確 か に予 測 す る

どの潰瘍が治癒 し、 どの傷が下肢切断になりそうか を

知 ることによ り、それ ぞれの患者 に適切 な治療 をよ り

早 く、 よ り積極的 に実施す ることが可能 となる。

足潰瘍 は現在 もなお費用がかか り、患者 に障害を残 し

やすい疾患 であ り、糖尿病患者に とって長引 く治療 や

下肢切断の原因 となることもしばしばである。糖尿病

患者における足の問題は また、その発症率が増え続け

2012年 春 り・

て お り、 公 共 衛 生 上 大 き な 問 題 と な っ て い る 。(1)

TheConsensusPanelonDiabeticFootWoundCarc

(糖 尿病 足 の創傷 ケ アにお け るコ ンセンサ ス会 議)の

一員 で あるPetcrShechan医 師 らに よる
、 大規 模 前 向

き他施 設 治験 が足 潰 瘍 を持 つ糖 尿 病 患 者 に対 し て実

施 され、 潰瘍 が12週 間 で完治 す る ことが で きるか を



予想するために、4週 間目の治癒率がその指標 となり

うるかをアセスメン トした。(2)

ここでい う完治 とは創傷部位が100%再 上皮化 し、排

膿 も無 い状態である。

前向 き無作為化比較対照治験 により、12週 間で創傷が

治癒する指標 として、毎週受診する患者の潰瘍部位が

4週 間で どう変化するか を観察 した。

203名 の患者の創傷サイズ を、治療開始時 と4週 間 目

に測定 した。治癒 した患者 と治癒 しなかった患者の12

週間 目の創傷 サイズ縮小率の中間点は53%で あった。

4週 間 目における縮小率が平均縮小率 よ りも高か った

患者の、12週 間 目における創傷治癒率は58%で あ っ

た。比べて、4週 間目における縮小率が平均縮小率 よ

り低かった患者の、12週 問 目における創傷治癒率は僅

か9%で あ った(Pく0。Ol)。 治癒 した患者 の4週 間 目

に お け る潰瘍 部位 の絶 対 的変 化 は、治癒 しなか った患

者 に比 べ て著 明 に大 きか った(1.5vs.0.8cm2,P<

0.02)。 治 癒 した患者 の4週 間 目に おけ るサ イズ の

パ ー セ ソ ト変 化 は82%(95%Cl70-94)で あ っ た の に 対

し 、 治 癒 し な か っ た 患 者 の そ れ は25%(15-35;Pく

0.001)で あ っ た 。

足潰瘍部位 を4週 間観察 した中で見られるサイズのパ

ーセン ト変化 は、その潰瘍が12週 間で治癒するかの

確 かな指標 となる。通常の治療に反応せず、更なる治

療 が必要な患者 の糖尿病性足潰瘍 を早期発見す るた

めに、この簡単な作業が非常 に重要な臨床的決断ポイ

ソ トとな りえる。

12週 間以内に潰瘍が治癒 した患者の割合

患
者

の
割
合

(%
)

60

釦

⑩
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20

10

0

PereenlageofPatientsinWhomUlcers

開oo■odO凹ringtho12曹Woo髭Fo圃o`

4週 間目にサイズが53%以 上縮小 している患者

の うち、12週 間までに治癒 した割合

4週 間 目にサイズ53%未 満の縮小率だ った創傷

の うち、12週 間 まで に治癒 した割合

参 照=

(1JMostRS,SinnockP:Theepidemiologyoflowerextremityamputationsindiabeticindividuals.DiabetesCare6:87-91,1983

(2)PercentChangeinWoundAreaofDiabeticFootUlcersOvera4-WeekPeriodIsaRobustPredictorofCompleteHealingina12-Week

ProspectiveTrial,PeterSheehan,MD,DiabetesCareJune2003vol.26no.61879-188
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ロサ ンゼ ル スMWM(MillenniaWoundManagementInc.)在 籍

足 病 医 斉 藤 奈津 子 医 師 によ る 医療 講 話

i

I

鰹 懲謙 一
・ ・1・n813$。nfO髄oll"響00`Ho電 ●

今年 も ハ リウ ッ ドでDFconが3月15日 ～17日 に行

わ れま した。

DFconはGEORGEANDROS,MD(Amputatl。n

PreventionCenteratValleyPresbyterianHospitalFoundingPartner. .

LosAngelesVascularSpecialists,ProfessorofSurgery)DAVID

G,ARMSTRONG,DPM,MD,PHD(∪,ive,、ity。f

A,i、。naC。II。g。。f》。di。ine〕が 中心 とな り行 われ て います。

日本 か らは河 野茂 夫 先生 の講 義が3月15日 にあ りま

した。

演 題 は"TheJapanesθlnterdisciplinary

Clinic:AnIronChefKnowsWhatRolesGoin

theRoll"(日 本 の 総 合 的 ク リニ ッ ク:料 理 の 鉄

人 は す し ロ ー ル に 何 を 入 れ れ ば い い か わ か っ

て い る)と い う も の で した 。ミ レニ ア で は 先 生 方 、

看 護 師 の 方 々 のPRPの 研 究 結 果 の ポ ス タ ー 発

表 を 実 施 。 以 下 に 日 本 語 訳 、 英 語 で 全 文 を ご 紹

介 い た し ま す 。

ポ ス タ ー の 題 目 は

"H
ealingWagnerIIIandIVWounds

ComplicatedbyArterialDiseaseUsing

Platelet-Rich-PlasmaGel"(多 血 小 板 血 漿 ジ ェ

ル を 使 った 虚血 合 併 症 が あ る ワ グナ ーlll,IV創

傷 の 治癒)

ChugoRinoieDPM,ABPO,CWS1.2,JunichiSakataMD,PhD3,

ShigeruSasakiMDa,KazuyoshiHandaMD,PhDs,Takashi

UchinoMD,PhDs,TsukasaSasakiMDs,RyuJlHigashitaMD,

PhDs,NorioTsunoMDT,ToruHiyoshiMD,PhDa,Sumihisa

ImakadoMD,PhDa,ShuheiMorimotoMDa,NatsukoSaitoDPM.

CWS

lMethod「3tHo叩italofSouthernCalifornia、Arcadia,CA、USAI?MillenniaWound

Management,lns,LocAngeles,CA,USA;oHokkaidoCardiovascularHospital,Sapporo-chi,

Hokkaido,Japan:asentlaiSosiallmuranseHospital,Sendaiニhi,Mlyagi-ken,Japan;sTokatsu

ClinicHo叩ital,Maにudo-3hi,Chiba-ken,Japan;肖YokohamaGeneralHo叩 「tal、Yokohama・3hi,

Kanagawa-ken,Japan;rTonanHospital,Kochiphi,Kochi-ken,Japan;eJapaneceRetlCrocc

MedicolCenter,Shibuya-Ku,Tokyo,Japar
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背景 と目的

2011年 度の国際糖尿病連合の統計 によると、日本 に

は糖尿病患者 は1067万 人 いると結果が出た。

毎年約1万 件の下肢切断が行われている。糖尿病性足

病変では約56%に 感染が起 こり、入 院理由とな る事が

多 く、外傷 による下肢 切断を除くと下肢切断理 由の半

分を占めるといわれている。

PAD(ASO)は 治癒に影響 を与 え、壊疽の要因、

下肢切断の最大の リスクファクターとな りうる。糖尿

病罹患患者 は糖尿病がな い人 と比べ、PADを 発症す る

可能性が2倍 高 くな る。PADの 重篤なケースの血流改

善は一般的 にPTAも しくは下肢バイパスによって行

われる。 しか し、創傷が治癒 しな い場合もある。

CLIの 死亡率 は約20%で 糖尿病罹患患者の うちCLIを

併発 している人 はさ らに死亡率が高 いと予想 される。

よって、創傷が治癒 しない可能性 は高 く、重篤な患者

の創傷を治癒 に導 さ、下肢切断を予防す ることが 日本

の創傷ケアセ ンターの重要な目標である。

研 究 介入

創 傷 ケアセ ンターで 米国 のFDAが 承 認 したPRPジ

ェル(PRPG)*を 治癒 が 困難 な創 傷 への 使 用 を開始

した。

PRPGは 患者 の増 殖因子 、サ イ トカイ ン、ケモ カ イ ン、

血 漿 由来 の タ ンパ ク質 、 フィ ブ リン基 質骨 格、抗 炎症

性 物 質 を含む。

*AutologelSystem,cytomedix,Inc.Gaithersburg.

MD

デザイ ンと方法

目的と方法:こ の連続研究 の目的 は日本の創傷ケアセ ンターで39名 の患者、40の 創傷数の複雑な難治性創傷 に

PRPG治 療を行い、根拠 に基づいた治療法を示すことである。

対象期間:2010年4月 ～11月 のPRPG治 療

慢性創傷を複雑化させて いる要因

●

●

骨の露出または骨露出と炎症も しくは感染(例:ワ グナーIll以上の糖尿病性潰瘍〉

サ イズの増加、また は治癒傾向がみ られない

●

●

深いポケ ッ ト

軟部組織、骨 の広範囲デ ブリー メン ト

● 前足部切断

● PAD(ASO;

対 象者 層:

平均 年 齢 は66.8歳 。男 性30人(77%)。 女性9人(23%)。

平均BMIは259%。 対象者 の1/4は 肥満 。
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対 象者 層:

平均 年 齢 は66.8歳 。.男性30人(77%/。 女11生9人(23%/。 平均BMIは25.9。 対.象者 の1/4は 肥 満。

創 傷の 種類:

N 平均(SD}{範 囲}

患者数 3｣

創傷数 4C

開始時の創傷暦 24 99.ア 日(107,ア3){3-365日}

病因(n=40)

DM/ASO 24(60%;

DM 10(25%)

aso 5(13%)

褥麿 1(25%)

DM重 症度(n=34)

ワ グナ ー 川 26(77%)

ワ グナ ー1> 8(23%)

DM暦 17年 23.9年(14.43}{1-47年}

ASO暦(n=29)

PTA 16(41%)

動脈バ イパ ス 8(21%)

両方 5(13%)

虚血

ゴ土赤 旦〆、:文里 4C

臨床診断 28(70%)

SPP<AOmmHg 25(63%)

SPPく30mmHg 20(50%)

併存疾患

腎不全 1ア〔44%}

脳卒中 8(2/%)

高血圧 6(15%)

その他 4(10%)

結果

治療開始時 PRPG開 始時 変化 PRPG治 療

創傷罹患期間平均(日} gc 135 開始 後145.2日 で83%(n=33)の

創 傷が 完 全 治 癒

面積平均 13.4cm2 16.8cm2 ?25.4ｰ/a

深さ平均 0,ア9cm 1.05cm ?32…9%

体積平均 11.5cm3 28.2cm3 i145.2X

2012年.春}ナ
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治療開始前の治療期間(平均75.3日):血 流改善、高度

治 療 を含 む 高 い ス タ ンダー ドの 治 療 にも か か わ らず

創 傷が 治癒 せ ず 、創 傷面 積 、深 さ、 体積 が 増加 した。

PRPG治 療後:83%(n=33)の 創 傷が平 均145.2日(中 央

値=105)で 完 治 した。PRPG治 療 の平均 回数 は6.1回

(SD:3.88;中 央 値;範 囲1-17)

24DM/ASO創 傷 の 内79%(n=19)は98日 中央値 で治 癒。

統 計 的有 意 性 に数 日で 達 した(p=0.00002)。 面 積

(p=5.Ox10-7),深 さ(p=1.2x10-6)、 体積(p=7.3x10-5)

の 時間 的 .変化 。

治癒例:

開始。注:創 傷辺縁の浸軟が顕著。D)PRPG治 療63日 後創傷治癒

7人 は治癒せず。2人 は死亡。2人 は治療中断。2人 は

転 院。1人 は切断。

結論

この実際的な研究によってPRPG治 療は治療経過 が

悪 く、複雑な慢性創傷治療 に適用があると証明された。

糖尿病罹患患者 で中度か ら高度のASOが あり、重篤

で複雑な ワグナーlll、1>の創傷の83%が 治癒 した。こ

の研究 の結果 は高度創傷ケア製品を使用す ることに

よ って 日本での下肢切断を減少させる という創傷 ケ

アセ ンターの ゴールを後押 しする結果とな った。

A)糖 尿病性の踵の潰瘍 ・ASO併 発。創傷ケアセ ンター初診時B)創 傷デブ リ後、持 続陰圧 吸引 治療 開始C}持 続陰圧吸弓1治療 中止 。PRPG

『甑
覧

「

,

.
㌧

1

曜

A.2010年3月26日B.2010年3月27日C.2010年4月23日D.2010年6月25日

治 癒 例=A)糖 尿 病 性 潰 瘍 ・ASO併 発 。 足 趾 ・中 足 骨 部 分 切 断 。PTA2010年5月15日 。 血 流 改 善 介 入後 も 創 傷治 癒 せ ず 。

B}PRPG治 療 開始 時 の創 傷。C)切 断 端 に 良好 な 肉芽 形 成 。D)PRPG56日 後。 完 全 治癒1週 間前 。

7

'る

轟 一 一一1一`一 .'楠1

A.2010年6月25日B.2010年 ア月9日C.2010年8月13日D.2010年10月8日

斉藤 奈津子

MillenniaWoundManagementlnc.に 在 籍 し 足 整 形 外 科 の 資 格 を 持 つ 。 0
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ì
=
脂
μ=
.話

「.一「
一…レ
.E
協

r・臨了幽
晦
一㍗
[.畷

ヒ
「
、
1
0
,ワ
.̀「昏
i「"
「「」

、

O
辱

.
胃

ロ
四

「
.口
陶

.・
9
」言

わ
'
...ヒ
.
}
2
呂

.量

冒

馬
を

⊆
ロ
言

町
E
窪

己

[レ
.
「望
o
蚕
ユ
お

M医

」
;
駈

.「
目.

匹
召

「
≡

.ご

2

n
・.
'二
".3

㎞
m
害

o
詫

6
F

葦

聞
h
r
.な

2

嘔
.「ジ
顎
.「町
妬
{

.
rδ

触

.R
逼

F

2

9
飼

}

i掌

.6

,

島

'
δ

翌

ニ

リ

9

」
ご

=

』
「
叩
U

「

.馬

9

「
圧

の
く
当

O
焉

庭

三
E

↑2

⑩
。
O
Q
O
≧

①
5

m
⊆
鷲
o
豊

⊇
の
ω
;
リ
コ
η
。
三

①
萄

。
U
5

。
≧

U
。
o
【
雪

U
⑩
望

=
o

①
の
三

田
£

言

偏

言

ヨ
の
聲

二
。
の
=
コ
3

匡

.あ
一Φ
炉①
一ユ
E
O
Q
η
①
茄
Φ
`
O
の
く
Φ
一①
♪
①
ω
〇
一
Φ
暫05
一①
U
O
E

U
に
邸
O
①
μΦ
Ω
偲
U
亙
=
3

2
⊂
①
一一⑩
α
⊆
一
〇
U
【
⊃
0
3

>
一
U
⊆
05

=
一
」①
⊆
O
⑩
～
～
0
⊆
一U
⊇
O
⊆
一
ω
η
⊂
⊃
0
3

X
Φ
五
E
O
Q
.Φ
」Φ
>
O
o恥
一〇

誤
の
0)
.⊆
O
岱
邸
一⊃
α
E

o5

Ω
ξ

　
芸

8

0
」α

U
器

曾
8

⊂
0
9
α

◎
⊂
一一器

モ

O
Q
α
ξ

≧

省

⊆
⊃
0
3

Q
モ
9

エ
O
.X
①
一Ω
∈
8

一霊

`
2

8

ω
コ
Φ
ρ

岳

2

岳

且

器

」
=
Φ
O

巳
匡
巳

祀
£

ω
2
6
」祈
⊆
O
∈
Φ
D
言

2
ω
薯

O
≧

一$

」
の
一̀
ト

.⊆
9
冨
写
α
E
僑
⊂
oo
O
O
£

「
O
⊆
⑩
.ぢ
O
O
①
ヒ
ω
↑の
仁
匹
↑

N
.芒

①
E
篤
Φ
二
U
9
⑩
⊂
遣

b2

N
.O
①
う

N
.肩
①
=

刺O
【
P
U
O
=
≧

の
而
コ
U
一≧
D
【
一
ト
①
=
"
↑0

.〔0

.O
P
X
㎝
.卜
11
α
)
①
E
コ
一〇
>
U
【
圃

〔ゆ.O
r
X
創
.r
1ー
ユ
〕
二
一Ω
①
U
.(」
.O
「
X
O
.鳴
叶
ユ
〕

田
①
」国

⊆

①
奮

=

①
》
O
ω
①
O
⊆
oコ
`
O

.〔N
O
O
O
O
.0
11
9

0
⊆
一㎝
①
`
2

里

印コ
U
⊆

U
ゆ
`
O
o3
①
」
の
㎝
≧

8

⊂
03
ど

=

坊

而
り
窃

冨
皿
9ワ

.ψ
詠
05
U
σ)
O
に
但
P
Φ
∈

に
一
U
Φ
一⑩
Φ
`
〔O
F
口
⊆
}
累
0
卜

.ω
O
⊂
J
O
≧

O
の
く
、Σ

0

マ
N
Φ
`
脚
↑
O

.(ト
マ
い
.①
O
⊂
理

一の
.⊂
皿
O
O
E

め
oo
.の

.0
の
V

「
.O
㎝
⑩
∋

の
芒
O
E
暫05
①
語

O
巳
匡
巳

いO
」Φ
Ω
E
⊃
=
⊆
05
①
E

①
エ
ト

パ
の
O
r
11

仁
邸
面
①
∈
}
の
貯

U
N
.の
寸
こ

O
①
0
9
①
)
⑩

[
⑩
三

》
一Φ
飼ω
一α
ε
O
O
O
ω
一邸
Φ
二
切
U
【
⊃
Q
≧

》
D
コ
祈

Φ
`
一
一〇
〔n
O
11
【
)
器

0
の

.

.の
①
量
一⑩
P
O
E

O
O
Q
⊆
⑩
》
U
邸
O
⊆
一U
コ
一〇
⊂
一
①
一〇
Q

騨O

O
」⑩
U
⊆
σ5
祈

工
9
=
U
[
⑩
⊆
O
一冒σ
N
=
邸
一⊃
9
㎝
Φ
〉
ω
」
O
⊆
一～
Φ
O
Φ
」
}O

Φ
飼五
㎝
=
一
U
ω
仰
笛
Φ
」〇
三

の飼
[
Φ
E
①
」⊃
ω
ρo
Φ
E

Φ
∈
コ
一〇
>

U
【
薗
=
"α
ω
D
.而
①
」鷹
U
⊆
コ
O
≧

ロ
【
圃
U
①
馬
①
=
切
U
⊆
コ
O
≧

O
じ
.〔の
》
幡
U
O
.鳴
卜
　
U
O
仁
①

一
⊂
①
E
曹㎝
①
』
⊆
一
⊆
コ
」
①
£
一

⊆
置
コ
O

唖
」

一弓
レ
`

ひ
r
り
巨

ト
ロ

げ

D
蟹
.口

.巨

Ù
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ミレ ニ ア の 底 ヂ カ ラ!

情報サポート部 岩 谷 里 美 さ ん

創 傷ウ ノセ ンターの スタ ッ.ノさん で あれ ば

度 は電.1活や ミレ../研.究 会.ぐお会 いLノた こ とが

あるか.じ しれな い、,常に前ll1]さで、独 特 の雰1川気 を}Jl

つ 、 ミレ...ノを縁の.卜.で支 え るね拍 ち に.インタ ビ1 .一

を1武み た。

Ql.ま ず は 白 己 紹 介 を し て くだ さ い

2〔〕10イ12月1511か らミレ...ノノで働 い.(.いる、

岩 谷里 美で弓 。よろしくお願 い致 しま司1

Q2.創 傷 ケ ア事 業 部 に は どん な風 に携 わ って

い ます か

レセプ トリス トの作成やプログラム費の請求書の発行、

それから創傷物品の受発注から請求まで、単月四半期 レ

ポー トの配信、キャラバンのご案内の準備などを行なっ

ていま弓。李家先生のスケジュールの配信なども行なっ

ていま弓。

Q3.そ の他 の 事 業 部 に は どの よ うな サ ポ ー ト

を して い ます か

インソールの請求書も発行していま司し、訪問看護の事

務サポー トもしています。とにかく数字関係の業務が多

いです。数字が出てくるような仕事好さですよ。数字が

ないと面 白みが減る…。あとは、今頑張っ一(.るσ)は契約

書の作成で弓。

Q4.忙 し そ うで す ね

岩間さんに怒られ一(.ばっかで弓けど…(笑)

でも、仕事帰りに事務さん仲間とさぬさうどん屋さんに

行ったりし一(.息抜さし一(.ま司!

Q5.よ く先 輩 に い じ ら れ て い る よ う で す が …

ふ ふふ(笑)7個 で したっけ、/0個 あだ 名をつけられ てま

司 …

Q6.例 え ば どん な もの で す か

Mし脚vφ 砂レ

'

ヤ

くり.み、ゆべ し、ヅ.ン….番 気 に入ってるあだ名 は月リー

ノで づ.し ドパ イの オ リー ノに似.(.るっ.(.1

Q7.休 み の 日 は 何 を さ れ て い ま す か

土 曜 日は女 子会!(笑)日 曜 日は家 のことをしてます。今

AXNチ †・ンネルにはまって るんで司よ。海 外 ドラマ専 門

チ †・ンネルで 弓。ブラザ ー ズ&シ スター ズにはまってる

んです よ。CS＼ 、で な くてCSIシ リー ズ見 てます!(笑)

あとは病 院 のやつ 、グレー トアナ トミー ズで す!い や 、ち

がった、グレイス ・アナ トミー で司!英 語 の 勉強 にもな

っ一(.ます 。

Q8.今 年 の 目標 を教 え て くだ さ い

今年の目標は、エクセル師範になることで弓1

パワポももっと使えるようになりたいですね。

Q9.プ ラ イ ベ ー トで は …

ふふ ふ(笑)

QlO.最 後 に創 傷 ケ ア セ ン タ ー の 皆 様 に 一言!

皆さんとお会いする機会は少ないですが、弊社 スタッフ

を通 じ一(.お手伝いさ ピて頂ければと思/.、ま弓1



霜1,復ケ'P事 業 部 よ り
十 4-y子 イ タ ス 事 業部 よ り

2012年1月21目 開 催

横浜総合キャラバン

浜 総 合 病

横院 創 傷 ケ

アセ ン タ ーの キ

ャ ラバ ン講 演会

が東 京都 町 田市

の プ ラザ町 田 で

開催 され ました。

森本光輝

」 ■■レF
● 一

膨

、 軍
ン

一

&≠
雨の 日であったにも関わ らず、参加登録 された83名

の うちほ とん どの方に ご出席戴 きました。 「下肢切 断

を回避するための創傷治療の最先端」 と 「創傷 ケアセ

ンターにおける看護師の役割」をテーマに、今回は診

療 に取 り入れてい る ドレッシング材や医療機器等、実

際の創傷 ケア外来 での使 い方 を体験 で きるノ・ンズオ

ンセ ミナー もプログラム に取 り込 んだ ことが参加者

の皆様 に大変好評で した。

みんなの家庭の医学を見て
～FEETinDESIGN再 二考 ～

月21日 火 曜 日 、 朝 日 放 送 系 列"た け し の 健 康 エ ン

2 タ ー テイ メン トみん なの家 庭 の 医学"で ミレニ ア

取 扱 の3DOが 使 用 され ました。 「か くれ偏 平 足」 と呼

ばれ る足 裏 を持 った被 験者 が 足 の筋 トレ を行 うこ と

で ア ーチが 変化 す るか どうか とい う実験 で、測 定風 景、

測定 結果 が放 送 され たのです 。

の筋 トレ とは、足裏の筋膜 を強化 し、後脛骨筋

足腱 を強化 す る運動 です。 アー チが崩 れ て しまっ

た人 ・崩 れか けの人 で も、 この筋 トレをす る こ とで、

か くれ偏 平足 を予防 出来 る とい う もの。実 際、 この筋

トレを続 けた被験 者 は トレー ニ ン グ前後 で、直線 的 だ

った重心 移動 軸 が弧 を描 くよ うに変化 し ました。 つ ま

り、歩 行 時の重 心移 動 が直線 的 だ った時 に比 べ、体 重

が ス ムーズ に移動 して い る こ とに な ります 。

」

田先生 とスタ ッフの皆様の講演は解 りやす くま

東 とめられ てお り、参加 された方々からも 「もっ

と勉強 してい きたい」 と声 をかけていただきました。

ある参加者 の方 には具体 的に フッ トケア外来 を立 ち

上げるには どうしたらよいのか、研修 について等 ご相

談いただき、今後の発展 を期待で きる成果が得 られた

と感 じてお ります。次回は6月 に日本赤十字医療セン

ターの 日吉徹先生 と合同でキャラバ ンを開催 します。
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毎男罰協 議麗読 姦摺溜
しまい そ うです が、理 想 的 な歩行 をす るため の方法 は

様 々。FEETinDESiGNは 足 の筋 肉 や腱 の強化 とい うよ

りも、骨格 を重視 して ア ライ メン トを整 え るため のイ

ン ソール 。筋 トレ要 らず では あ るけれ ども、 イン ソー

ル を履 い て歩 い て もら うこ とで、 自分 自身 の本 来持 っ

て い る力 を最 大 限 に引 き出す こ とが 出来 ます。今 回の

放 送 は、 自分 た ちの商 品が どん な考 え方 に基 づい て生

まれ た もの なの か を再考 す る きっか け とな りま した。

参 考:httD:〃kenko.asahi.co..iD/

「

9

「
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FEET伽LPES:κ1～NεW∫鯉
2011年 より勢 いを増 し、販売 数 ・出 展イベ ント数 を増 や し続 けている

FEETinDESIGNの 動 向 を写 真でお伝 え致 します1

層
r・一9鱒.^FE訂 _匪SゆN袴

へ 　　　ニ　 し の イノり

彌 晒.劉

翻

1罷

d鍵

...㌔ 、 ・」 ・`1-・ ・'4

,弼 癬

名古 屋ウィメンズマラソン2012

女性だ けのマラソン大会 「マラソンEXPO」 、名古屋 ウ

ィメンズマラソンにブース 出展致 しました。ミレニア

のフットケア担当と代表の垂井も現地入 し、数千人も

の来場者がある中、終 日測定を行 いました。

東 建ホ ームメイ トカップ

卜281,師●1■or闘贈東建ホームメイトカップ
・一

「再i
、 曜

畠'冨1「I

lII【

3DO取 扱店さんが出展 したイベ

ントのお手伝いに行って参りまし

た。春の穏やかな 日もあれば、雨

嵐の 日もあり…過酷 な 環境 の

中、測定 ・販売を続けました。

石 川 遼 くん

が動くとギャ

ラ リー も動

く!そ ん な

中、多くの お

客 様 にお 立

ち寄り頂きま

した。
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纈
崩

新潟 インソール勉強会

新潟で開催された足とインソールの勉強会。

今回はカイロプラクター向けで、より専門性

の高い内容 となりました。参加者からも好評

のお声を頂いております。

旺 丁吻DESIGN登.∵ 灘 鰹 脚 糠 東陰誕欝 濡煮留欝
EverlastingHealthyLifewithYourNewStep
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.＼ ＼ 翻 三齢 郷 畑 @ll
訪問看護ステーション

ホームケア

去る2012年2月25日 の土曜日、小雨降る中2011年 度第4四 半期QIミ ーティングを開催いたしました。今回はALS

を患っていらっしゃる患者さんとそのご家族が飛び入り参加してくださる中(本 来の目的は参加されている看護学校の教員

へのヘルパー募集の告示)盛 況に無事終わりました。

今回のQlミ ーティングは、今年から導入いた しま したク

ラウ ドシステムを便用 してのデータ分析を行いました。

実際のところは時間の関係で、クラウ ドを駆便すること

はできなかったのですが…

かねてから分析 したいと考えていた、終了計画に伴う訪

問状況の実態を今回抽出することができま した。

ノ4
一..一

1.1.,,

事 ㌃ 　 .
4

戸 一1『 晦 、・

ド'rヲ

!二...!五:、 、

今回 も㌻ くの 方に ご参恒 頂 志ま したo

ゆ ポ や ボ や 、手 翫1=座 う'～ 臨13の は …?

訪問看護が平成4年 に指定事業となってから今年で20

年、私たち訪問看護師はシステマティックではない環境

の中で、患者さんの療養生活をただひたすら支えてきた

のかも しれません。

米国とは保険事情が異なりますが、医療黄の高騰問題を

抱えている事情は同じです。

ただひたすらに療養生活を支えることから、介護保険の

基本理念でもあ ります 『自立支援』に根ざしたセルフケ

ア能力を高めていっていただく働きかけが今後ますます

求められていくこと必至です。

ミレニアの訪問看護は、米国をお手本に看護師(管 理者)

が患者その人を理解 し、ケアを導き出すための手がかり

として初回訪問時に26項 目のアセスメン トを行い、目

標共有を経て、適切な訪問頻度を設定 し、終了の是非を

2e]L〆 〆ドナ

意思決定 していきます。

つまり、患者ご本人も しくはご家族や介護者が、今抱え

ている医療ニーズに対 して、ご自分たちで対応 していけ

るか否かを見極めていくのです。それを、終了計画とし

て位置付けています。

このQlミ ーティングを通 して、サービス終了者のサービ

ス提供期間を毎回報告 していますが、3か 月で訪問看護

を卒業される方は常に50%を 優に超え、半年以内では

70～80%。 全員が目標達成を経てというわけではあ

りまぜんが、可能な限り目標達成に向けて日々の訪問を

行っています。表に示 したように、終了計画があるにも

かかわらず長期間にわたり、サービスを提供 し続けてい

る現状もありますが、定期的に見直 し検証 していく意味

においても、QIミ ーティングは有用と考えています、
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ご.》 ・琶 画 ・脇 ∴ 触 ・鯵 ・'一謡 ケー・...3隔 a
SO NE NA SI

件数 31 16 12 13

100日 以内 0 8 1 5

200日 以内 12 4 1 5

300日 以内 8 2 4 3

300日 以上 1/ 2 6 0

♂』日＼
ド、 、

《レ"揺

9ご 、 .三

費

【終了計画がある患者のサービス提供期間 ・最大は1752日 提供し続けているケース】

次回は5月26日 土曜日を予定していますが、クラウ ドを駆使したデータ抽出および分析にご期待いただければと

思います。

その他お知らせ

ミレニアの訪問看護は、来年から新卒採用を行っていくことが決定 しております。

写真は新卒採用イベントに参画した時のものです。

「

.ゴ
この国において、協力病院を有していない訪

問看護で新卒を採用 しているところはあり

ません。これまで、最低5年 の臨床経験が必

要と根拠もなく言われ続けてきていま した

が、挑戦です!!本 当に、新卒ナースは訪問

看護師になりえないのか?ま た、随時こちら

に関 しては進捗をお伝えできればと考えて

います。
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学会お知らせ

学会名 開催日 開催場所 メインテ ーマ

日本循環器学会

6月2日

第154回 東北地方会 (土) 岩手医科大学附属循環器医療センター

6月30日
第224回 関東 甲信越地方会 日本大学会館

(土)

6月16日
第113回 近畿地方会 大阪国際会議場

(f)

6月22日
第100回 中 国 ・四国 合 同地

(金)、23 広島国際会議場
方会

日(土)

6月30日
第112回 九州地方会 沖縄]ン ベンションセンター会議棟A、B

(土)

日本透析医学会

6月22

日(金)・ 京王プラザホテル札幌、ロイトン札幌、さ
第57回 日本透析医学会学 多彩な病態一三面六瞥

23日 っぼろ芸術文化の館、札幌プリンスホテル
術集会 ・総会 の血液浄化一

(土)・2 国際館パミール、札幌市教育文化会館

4(日)

日本フットケア学会

9月22日 じゅうろくプラザ(岐 阜市文化産業交流セ
第9回 セ ミナ ー

(土) ンター)

日本下肢救済 ・足病学会

7月14日
第4回 日本下肢救済 ・足病 ウインクあいち(愛 知県産業労働センタ 枠を超えた連携 さら

(土)～15
学会学術集会 一) なる一歩をめざして

日(日)

日本動脈硬化学会

7月19日 動脈硬化性疾患の包括
第44回 日本動脈硬化学会総

(木)～20 ヒル トン福岡シーホークホテル 医療 一ガイドライン
会 ・学術集会

日(金) 2012一

日本心臓血管外科学会

第42回 日本心臓血管外科学 4月18日

会学術総会 (水)～4
秋田ア トリオン ・秋田キャッスルホテル

「医療再考一先端医療の

月20日 地方での展開一」

(金)



日本血管外科学会

5月23日
第40回 日本血管外科学会学 長野 ビッグハット・若里市民文化ボー ALLFORONE一

(水)～25
術総会 ル ・社会福祉総合センター 血 管 外科 の新 時代 一'「

日(金)

6月9日
第21回 東北地方会 ハーネル仙台

(土)

8月25日
第100回 九州地方会

(tl
レンブラントホテル大分

日本静脈学会

6月6日

(水)～6
第32回 日本静脈学会総会 大宮 ソニックシテ ィ 「静脈学の実践」

月7日

(木)

日本整形外科学会

5月17日
第85回 日本整形外科学会学

(木)～20 国立京都国際会館 伝統と創意
術総会

日(日)

日本臨床整形外科学会

7月15日 「より良い運動機能再建
第25回 日本臨床整形外科学

(日)～16 神戸国際会議場 を求めて一次世代への
会学術集会

日(月) 提案一」

日本義肢装具士協会

7月7日
第19回 日本義肢装具士協会 地域に密着した福祉と

(土)～8 札幌]ン ベ ンションセ ンター
学術大会 は?

日(日)

日本皮膚科学会

6月1日
第111回 日本皮膚科学会総

(金)～6月 国立京都国際会館 未
会 ・学術大会

3日(日)

日本臨床皮膚科医会

04,21(土) 基本を忠実、変化に対応
第28回 日本臨床皮膚科医会

一22日 ホテ ル ニ ューオ ータニ博 多 ～よりよさ皮膚科診療を

総会 ・臨床学 術大会
(日) めざして～

日本再生医療学会

6月12日
第11回 日本再生医療学会総 Challengefor

(火)～14 パシフィコ横浜
会

日(木)
Innovation
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日本炎症 ・再生医学会

7月5日
第33回 日本 炎症 ・再生医学

(木)～6 ホテル 日航福岡 着実な成長を目指して
△
互

日(金)

日本在宅医療学会

6月30 「在宅医療をすすめるた

第23回 日本在宅医療学会学 日(土),7
パ シフィコ横 浜 アネックスホー ル

めに」

術集会 月1日

旧)

日本医学会

第13回 日本医学会公開フォ 6月9日 認知症の早期診断 ・治
日本医師会館

一 ラム (土) 療 とケア

第142回 日本医学会シンポジ
6月21日 糖尿病治療の最近の進

ウム
(木)

日本医師会館
歩

投稿締切間近の学会!

学会名 開催日 開催場所 メインテーマ 投稿申し込み締め切り

日本循環器学会

北海道立道 4月27日(金)締 切

第107回 北海道 6月23日 民活動.センタ

地方会 (土)
一 「かでる

2.7J

4月23日(月)正 午 必着

第139回 東海地方 アク トシティ
7月7日(±)

会 浜松

第124回 北陸地方 富山国際会 4月13日 ～5月11日 正午
7月8日(日)

会 議場

日本糖尿病学会

5月17日 夢の実現に向けて 12月6日(火)正 午

第55回 日本糖尿病 パシフィ]横
(木)～19日 Dreamscometrue

学会年次学術集会 浜
(土) 一StoptheDM一

日本創傷外科学会

2012年4月28日(土)正 午

第4回 日本創傷外 7月26日
ホテ ルニ ュー

科学会総会 ・学術 (木)～27日 「創傷治癒を1吾る」

集会 (金)
オータニ博多

2〔}12イ下春)ナ



日本創傷治癒学会

Frombenchto 7月18日(水)～ 平成24年8月21日

12月2日 homethrough (火)
第42回 日本創傷治

(日)～4日 かでる2.7 bedside:研 究 成 果

癒学会
(火) をベッドサイドを越

えて家庭まで」

日本褥瘡学会

2012年1月4日(水)正 午 ～2月29
がんばろう日本2012

日(水)正 午
第14回 日本褥瘡学 9月1日(土) パシフイ]横 一世界に示そう日本

会学術集会 ～2日(日) 浜 の褥瘡ケア,褥 瘡治

療一

日本血管内治療学会

4月20日(金)正 午

「心脳血管疾患を知
7月20日

第18回 日本血管内 東京 アルカ る ・診 る ・治 す一 生
(金)～21日

治療学会総会 デイア市ケ谷 活習慣病管理から経
(土)

皮的弁置換術まで」

日本血管外科学会

第43回 中国四国 7月28日 ホテルセンチ 4月26日(木1正 午

地方会 (土) ユリー21広 島

日本脈管学会

未来への先導
4月26日(木)～6月8日(金)正 午

一 脈管学の核心に

10月11日 東京 ステーシ
第53回 日本脈管学 迫り未来を展望する

(木)～13日 ヨンカンファ
会総会 一Designthe

(土) レンス
FutureofAngiology

一

日本足の外科学会

10月18日 「足の外科医が目指 4月11日(水)～6月6日(水)正 午
第37回 日本足の外 ザ ・プリンス

(木)～19日 すもの、求められるも
科学会学術集会 箱根

(金) の 」

日本靴医学会

6月20日(水)正 午
9月27日

第26回 日本靴医学
(木)～28日 さゆりあん 未

会学術集会
(金)
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日本皮膚外科学会

第27回 日本皮膚外 4月1日 ～5月31日
9月1日(土) 岩手県民会 皮膚外科の危機 管

科学会総会 ・学術
～2日(日) 館 理

集会

日本形成外科学会

第21回 日本形成外 10月4日 5月9日(水 曜 日)～6月6日(水 曜 日)

科学会基礎学術集 (木)～5日
リステル猪苗 周辺領域 との]ラ ボ 正午

ム 代 レ ー シ ョン 」
ム (金)

*
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データベース耳より情報
、 」

いつも患者さまの情報の登録作業にご協力いただきありがと

うございます。早いもの.で気付くと入社 し1年 以上が経過 し.て

いる念代.です。

データベースと向き合いながら、いまだに新 しい発見とビック

リ仰天の日々であります。今回は、いつもご登録いただい.てお

ります写真 ・検査画像等の登録方法についてマニュアルを作成

致 しま した。

実は…創傷写真と検査画像(レ ントゲン・MRI・CT等)・

装具画像は登録する場所に違いがあるのです。

・創傷写真:患 者さまの足や創を撮影 したものを登録

・検査画像:レ ン トゲン・MRl・CT・ アンギオ等の検査で

撮影 したものを登録

・装具写真=使 用 した装具 ・装具を装着 している写真等を登録

となっております。

何故区別 しているのかと言いますと…

診療中に前回の レントゲン画像と比較 し違いや変化を見るの

と同様に個々の写真を経時的に見て変化や違いを比較 し評価

するためなのです。

◎、口 君

* じ温.◎
2012年 春 号

同じもので区別する 「住み分け」をすることによりデータを

わかりやす く、そし.て効果的に評価を実施 し.ていさ活用し.てい

く。

皆様のご協力のもと今後も継続 し.てまいりますの.でよろしく

お願い申し上げます。ご希望の方にはご郵送 ・もしくは病院様

へ伺う際にお渡 し致 します。 ○

クリニカルコーデ ィネーター ● ● ●

念代 恭仁子

●

お問い合わせ先 株式会社ミレニア

●6東 京都中央区日本橋箱崎町1アー1箱崎リージェントビル3F

嘲プTEL=03-5695-3028FAX:03-5695-3000
1

編集後記

創傷ケアセンターの皆様、こんにちは!創 傷ケアニュース

2012年 春号発行となりました。今年は花粉症に悩まされること

もなく、春を迎えているような気がします。

今回の制作にあたって、過去の創傷ケアニュースを見ており

ましたところ、なんと!発 行7年 目を迎えておりました!過 去

のものを読み返 してミレニアの軌跡に触れ、全国の創傷ケアセ

ンター様との歩みに触れ…ちょっとした歴史を感 じることが

出来ました。発行10年 目の2015年 とかって、創傷ケアニュー

スはどうなってるんだろう1?な んて想像をしていたら.今年1

年、これから起こるであろういろんなイベン トが急に楽しみに

なってきました。今年もここから創傷ケアセンターの皆様にい

ち早く、最新の創傷ケアNEWSを お届けしたいと思います。

玉手沙知.
＼＼ II .

ン …7レ.
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